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厚生労働科学研究費補助金 
(医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業) 

令和６-７年度 総合研究報告書 
新興・再興感染症流行時の血液製剤の安全性確保のための研究 

 
研究代表者 水上 拓郎 国立健康危機管理研究機構 (JIHS) 国立感染症研究所  
            次世代生物学的製剤研究ｾﾝﾀｰ センター長 
 
研究要旨： 
 血液製剤における HIV, HCV, HBV 等の既知のウイルス安全性に関しては，献血血液に

おける高感度抗体・抗原検査，個別核酸増幅検査の導入や製造工程中における病原体の

除去・不活化処理の導入により，感染リスクが低下し，高い安全性が確保されてきた。

しかし新興・再興感染症に関しては無症候ドナーからの献血・輸血により感染する可能

性があるため，情報収集・リスク分析・新規病原体検出法開発・血中動態解析・製造工

程中での不活化評価に基づくリスク評価を迅速に行える体制の構築が必要である。 
 本研究課題では，国立健康危機管理研究機構 (JIHS) 国立感染症研究所(NIID) と日本

赤十字社で協力体制を構築し，定期的な情報収集・リスク評価体制を構築し, 2024-2025
年度の情報に基づき, 分析・リスク評価を行った。またウイルスの血中動態に基づく迅

速リスク評価法をモデルウイルス及び MPXV を用いて立ち上げた。 
  培養が困難なウイルスに関しては, 培養法の改良を行い，HBV に関しては HBV 陽

性血漿の複数回凍結融解や保存温度が感染性に与える影響を解析し, 極めて安定性が高

いウイルスであることを明らかにした。また HBs 免疫グロブリン製剤の遺伝子型 B へ
の中和活性が低いことを明らかにした。パルボウイルス B19（19V）に関しては, 外来性

DNA を認識する分子を遺伝子改編し，感受性が数十倍高い細胞株の作製に成功した。 
  献血血液における次世代シークエンス解析技術を用いた病原体検出法を開発する

目的で, NGS の血液中の病原体検出法の確立のため, 標準作業手順書, 解析プログラム

を整備し, NGS 解析の運用基盤の構築を進め, 非感染血液からの標準データ取得と解析

パイプラインの開発, 感染血液を用いた検証と改良を行った。 
  またエムポックスに関しては, Mpox をモデルに血液中の中和抗体価測定系の改良

と評価を行う目的で, より簡便で多検体の測定を可能とする感染細胞で形成されるフォ

ーカスを標識抗体で検出するフォーカス減少法を用いた中和抗体価測定系を検討し, 検
出に蛍光抗体を用いることで感度が向上することを明らかにした。 
  また, 節足動物媒介性ウイルス感染症に関しては, 2025 年の国内でのデング熱輸入

症例数は, 162 例で, 中南米においてブラジルを中心にデング熱の流行が確認されてお

り, ブラジルでの献血血においては多くのデングウイルス遺伝子が検出されていた。さ

らにデングウイルスの遺伝子診断系におけるプライマー・プローブセットを見直し, 関
係機関と共有することで献血血の検査体制の整備に努めた。 
  また，ヒトにおいてウイルス血症を引き起こす潜在的リスクを内包する昆虫媒介性

ウイルスの感染動態を解明し, 血液製剤の安全性確保に資する知見を得ることを目的と

して, フクオカウイルス（FUKV）に焦点を当てた蚊個体を用いた感染実験と, 野外捕集

蚊のウイルス保有調査を実施し，FUKV がステフェンスハマダラカによって媒介可能で

あることが実験的に証明した。 
  また近年, 世界的に流行が拡大している高病原性鳥インフルエンザウイルス
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（Highly Pathogenic Avian Influenza Virus, HPAIV）に関しては, 国内への侵入状況およ

びヒトへの感染リスクを評価する必要性があり, 本研究では, 簡易キットにより抗イン

フルエンザウイルス抗体スクリーニング陽性となった野生動物血清を対象とした HA亜
型の特定方法の確立を試みた。HA外套 VSVシュードウイルスはウイルス力価が低いた

め, 改良が必要であったが, WHO のワクチン株を用いた中和試験系を構築し, 和歌山県
で捕獲されたアライグマの血清から抗 H５抗体の検出に成功した。さらに, 東京都内の

アライグマにおいても抗体疫学調査を行い, 108頭中 1頭から抗 H5 抗体を検出した。今

後も継続的な調査を続けることで, 国内における HPAIV の侵入状況の可視化と, それに

基づく公衆衛生リスクの評価ならびに血液製剤の安全性評価に資することが期待され

る。 

分担研究者 
岡田 義昭 埼玉医科大学 医学部  

客員准教授 
相内 章 JIHS 国立感染症研究所 
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病原体ゲノム解析研究セ

ンター 室長 
林  昌宏 JIHS 国立感染症研究所 

ウイルス第一部 室長 
小林 大介 JIHS 国立感染症研究所 

昆虫医科学部 主任研究

官 
黒田 雄大 JIHS 国立感染症研究所 
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A. 研究目的 
血液製剤における HIV, HCV, HBV 等の既

知のウイルス安全性に関しては，日本赤十字

社による献血血液における高感度な抗体・抗

原検査，個別核酸増幅検査の導入や血漿分画

メーカーにおける製造工程中における病原

体の除去・不活化処理の導入により，感染リ

スクが低下し，高い安全性が確保されている。

しかし血液製剤はヒトの血液を原材料とし

ているため，未知の病原体の混入リスクがあ

り，また新興・再興感染症に関しては無症候

ドナーからの献血・輸血により感染する可能

性があるため，献血血液の安全性を確保する

ためには，情報収集・リスク分析・新規病原

体検出法開発・血中動態解析・製造工程中で

の不活化評価に基づくリスク評価を迅速に

行える体制の構築が必要である。 
 そこで本研究課題では，国立健康危機管

理研究機構(JIHS) 国立感染症研究所(NIID)
と日本赤十字社で協力体制を構築し，①定

期的な情報収集・リスク評価体制を構築する

とともに，②献血血液における次世代シー

クエンス解析技術を用いた病原体検出法を

開発する。また Mpox をモデルに③血液中

の中和抗体価測定系の改良と評価を行うと

ともに，④血中動態・血液製剤の製造工程中

での不活化評価による迅速リスク評価法を

確立する。さらに，新興・再興感染症対策と

して⑤哺乳類における動物由来感染症発生

状況や⑥蚊等媒介性ウイルスの検査系の開

発及び⑦発生状況を調査する体制を構築す

る。また⑧HBV 等の培養が困難なウイルス

の高感度 in vitro 不活化評価系の開発を行い，

新興・再興感染症対策基盤を強化する。 
 

B. 研究方法と結果 
1. 情報収集・リスク評価体制構築及び新興・

再興感染症迅速リスク評価法の開発 



 3 

 情報収集とリスク分析に関し 2024-2025
年度は国内・国外で発生している感染症に関

し, ProMED Mail等の情報に基づき, WHOの

サイト, CDC, ECDC, 各保健機関のサイト

を適宜確認し, また論文報告されているも

のに関しては, 内容を精査した。また国内感

染症発生動向も注視し, 国内で発生してい

る感染症についても検討した。 
  2024年度はSARS-CoV-2の５類移行に伴

い, 人流の流れが再開し, 様々な新興・再興

感染症のアウトブレイクが世界で確認され

た。Mpox の Clade 1b のアフリカ地域以外

の欧州・アジアにおける輸入症例の増加に加

え, デング熱の感染者数の増加, 米国におけ

る乳牛の H5N1 感染事例の増加, 麻疹の拡

大, ブラジルにおけるオロプーシェ熱のア

ウトブレイクが確認された。特に, オロプー

シェウイルスは垂直感染を示唆する論文報

告に加え, 米国・欧州への輸入症例もあり, 
FDA も注意情報を喚起し, 米国輸血細胞治

療学会 (AABB) も FACT SHEET を更新し, 
注視している。 
  2025 年度は，様々な新興・再興感染症の

アウトブレイクが世界で確認された。特にデ

ング熱やチクングニア熱の発生が顕著で，チ

クングニア熱に関してはレユニオンで再度

アウトブレイクが発生し，2025年 5月 4 日

までに確定症例 4 万例以上が確認された。

2024 年 12 月より ID-NAT が導入され，

Pathogen Reduction 血小板も導入された。

献血血液では 1.4%の陽性が確認され，輸血

事例も確認されたが，輸血感染は認められて

いない。また本邦では重症熱性血小板減少症

候群(SFTS)に関し，今まで西日本での感染

事例がほとんどであったが，岐阜，神奈川，

茨城そして北海道でも確認された。また

Mpox に関しては，クレード Ib および IIb の

組み換え株が英国及びインドで計 2 例報告

され，引き続き，注意が必要であることが再

確認された。 
 血中動態に基づく迅速リスク評価法の開

発に関しては, 2024 年度は, モデルウイル

スとしてワクチニアウイルス（LC16m8株）
を用い, 定量的評価のためのリアルタイム

PCR を用いた核酸検査法の確立及びウイル

ス力価測定法を確立した。2025 年度は, 血
液製剤における MPXV clade IIb 感染リスク

を定量評価する系を構築し，MPXV は血液中

で感染性が低下するが, 4℃では, MPXV の

感染性は保持される傾向が見られた。今後, 
血小板製剤についても同様の実験を行い, 
幅広い種類の血液製剤における MPXV IIb 感

染リスクについて評価を行う。 
 
2. B 型肝炎ウイルスやパルボウイルス B19
等培養が困難なウイルスの培養法の改良と

不活化法の評価 
 2024 年度は高感度に B 型肝炎ウイルス

（以下 HBV）の感染性を評価できる系を作

成し, 研究に用いる HBV 陽性血漿の凍結・

融解の影響を検証し, 5 回まで感染性への影

響は認められなかった。また安定性について

も調べ, 血漿, ５%アルブミン, PBS にそれ

ぞれ添加した HBV は４℃で少なくとも 4週
間の保管では感染性に影響はないことが確

認できた。これは赤血球製剤に混入した場合, 
保管期間に失活することなく感染性を保持

することが示唆された。 
 2025 年度には In vitro 感染系を用いて国

内, 及び海外で採漿された血漿から製造さ

れた HBs免疫グロブリン製剤の遺伝子型 A, 
B, に対する中和活性を測定した。遺伝子型
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A と C では差が認められなかったが, B に対

しての中和活性は採血国によらず低かった。

血漿のドナーは通常, 遺伝子型 A のワクチ

ンで免疫されているのでワクチンによって

誘導される抗体は, 遺伝子型 B への中和活

性が低いことを示唆していると考えられた。 
 また, パルボウイルス B19（19V）に関し

ては, 外来性 DNA を認識する分子を遺伝子

改編することで親株よりも数十倍高いウイ

ルス量と 10 日以上感染が持続する細胞株を

作成するに成功し, 高い感受性を示す細胞

株を同定することができた。 
 
3. 中和抗体価測定系の改良と検証（Mpox
ウイルスに対する血清中和抗体価測定系の

改良と検証） 
  エムポックスに関しては, リアルタイ

ム PCR による検査系は構築されているが, 
抗体検査は候補となる抗原が多種類存在す

ることが影響し, 標的とする抗原が明確に

決まっていない。そこで, 機能的な抗体, つ
まりウイルス感染を阻害する中和抗体応答

の評価が候補となる。古典的なプラーク減少

法を用いた中和抗体価測定法は, 作業が煩

雑, 測定域が狭い, 多検体の処理が困難とい

う課題がある。これを解決するために, 感染

細胞で形成されるフォーカスを標識抗体で

検出するフォーカス減少法を用いた中和抗

体価測定系の構築をした。Mpox ウイルス

（MPXV）の特性と思われるが, ワクシニア

ウイルス（VACV）と比較して感度が低く得

られた値のばらつきが大きいことが課題と

なった。本研究では, 検出に蛍光抗体を用い

ることで感度が向上することを明らかにし

た。 
 

4. 次世代シークエンス技術による血液中の

病原体検出法の開発 
  次世代シークエンス（NGS）を用いた献血

血液中の病原体検出法の確立を目的とし, 
非感染血液からの標準データ取得と解析パ

イプラインの開発, 感染血液を用いた検証

と改良を行う。実験室内操作である WET と

データ解析である DRY両面からの最適化を

図り, 信頼性の高い血液用メタゲノム解析

法の確立を目指す。NGS の血液中の病原体

検出法の確立のため, 標準作業手順書, 解析

プログラムを整備し, NGS 解析の運用基盤

の構築を進めた。 
 
5. 献血血の安全性を確保するための蚊媒介

性ウイルスのウイルス学的解析 
  近年の交通網の発達と人的・物的交流の活

性化により節足動物媒介性ウイルス（アルボ

ウイルス）感染症の流行域が急速に拡大し，

新興・再興感染症として世界的規模で問題と

なっている．2024 年は特にデング熱が世界

的に流行していることが示され，国内でのデ

ング熱輸入症例も 200 症例を超えた．また

中南米においてオロプーシェ熱が再興し, 
ブラジルを中心に多くの患者が報告された．

さらにデングウイルスの遺伝子診断系にお

けるプライマー・プローブセットを見直し関

係機関と共有した． 
 
6. 蚊のウイルス保有実態と蚊媒介性ウイル

スの感染・流行リスク解析 
  本邦には, 生態や流行動態が未解明であ

りながら, ヒトにおいてウイルス血症を引

き起こす潜在的リスクを内包する昆虫媒介

性ウイルスが多数存在する。本研究は, これ

らウイルスの感染動態を解明し, 血液製剤
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の安全性確保に資する知見を得ることを目

的として, 今回, フクオカウイルス（FUKV）
に焦点を当てた蚊個体を用いた感染実験と, 
野外捕集蚊のウイルス保有調査を実施した。

その結果, FUKV がステフェンスハマダラカ

によって媒介可能であることが実験的に証

明された。一方で, 長崎県での野外捕集蚊約

4,000 頭を対象とした疫学調査において

FUKV RNA は不検出であった。しかし, 捕集

蚊の大半がイエカ属で占められていたため, 
ハマダラカ属を介した広範な曝露リスクは

依然として否定できず, 的を絞った継続的

な監視体制の構築が今後の課題として考え

られた。 
 
7. 動物におけるインフルエンザウイルスの

簡易検査方法の確立 
  近年, 世界的に高病原性鳥インフルエン

ザ ウ イ ル ス （ Highly Pathogenic Avian 
Influenza Virus, HPAIV）の流行が拡大する中, 
その国内への浸潤状況およびヒトへの感染

リスクを評価する必要性が高まっている。特

に, 感染野鳥との接触機会が多い野生動物

における抗体疫学調査は, ウイルス浸潤の

指標として有用である可能性がある。本研究

では, 野生動物血清を用いた抗体スクリー

ニング法および HA 亜型の診断系の確立を

試みた。その結果, IDEXX 社製の汎 A型イン

フルエンザウイルス抗体検出 ELISA キット

を用いることで, アライグマ血清から IAV
に対する抗体を検出することに成功した。ま

た, HPAIV の主要なサブタイプである H5 お

よび H7 亜型に着目し, HA 蛋白のみを外套

させた VSV シュードウイルスの作製にも成

功した。今後は, 調査対象地域の拡大および

陽性検体のHA亜型同定を進めることで, 国

内における HPAIV の浸潤状況の可視化と, 
それに基づく公衆衛生リスクの評価ならび

に血液製剤の安全性評価に資することが期

待される。 
 
（倫理面への配慮） 
特になし。 
 
C. 考察 
1. 情報収集・リスク評価体制構築及び新興・

再興感染症迅速リスク評価法の開発 
  2024年度はSARS-CoV-2が５類感染症

に移行した中で, 様々な感染症が流行した。

特に, 海外でのデングやジカ熱の発生状況

は, 輸血による感染リスクがあるので, 懸念
されるところである。また, インフルエンザ

対策等を鑑みると, 本研究分担で進められ

ている動物での実態調査を行い, 適宜リス

ク評価することが望ましいと考えられる。ま

たオロプーシェウイルスのような新興のウ

イルスも注視が必要である。 
  2025年度は SARS-CoV-2 に続き, さま

ざまな感染症アウトブレイクが確認された。

特にエムポックスは Clade1b の感染拡大，

日本での輸入症例，日本と交流のある地域で

の増加をみると, 引き続き監視・対策の強化

が求められる。一方, デング，チクングニア，

オロプーシェ熱に関しては引き続き注視が

必要である。 
 また，新興・再興感染症迅速リスク評価法

に関しては，白血球分画における MPXV の

感染性は他分画よりも高かったことから, 
血液中では白血球が MPXV の主要な感染先

であることが推測された。Mpox患者血液で

MPXV が検出されているにも関わらず , 
MPXV 輸血感染事例が未だ無い理由として, 
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①血中における MPXV ウイルス量は皮膚に

比べて少ないこと, ②日本では帰国後4週間
の献血を制限していること, ③血中環境下

での MPXV の感染性は低下すること, ④白
血球を除去した上で血液製剤を作製してい

ることが主な要因であると推察される。 
 
2. B 型肝炎ウイルスやパルボウイルス B19
等培養が困難なウイルスの培養法の改良と

不活化法の評価 
 HBV は４℃において溶媒に依らず長期間

感染性を維持していることが明らかになっ

た。核酸増幅検査で感度以下の極微量なHBV
の混入した赤血球製剤（４℃保存）によって

感染した症例が報告されているが, それを

裏付ける結果となった。また, -80℃のフリー

ザーが故障しても４℃の冷蔵庫で保存すれ

ば１ヶ月は対応できることも示された。HBV
陽性血漿は, 採血から  
我々に供給されるまでに少なくとも 2 回の

凍結融解を経ている。凍結融解による感染性

の影響を解析することは, 血液製剤の不活

化等の評価をする上で重要である。今回の研

究によって少なくても 5 回の凍結融解は感

染性に影響がないことが証明できた。 
 また, これまで HBV の抗体価は, HBs 抗

原に結合する抗体量で評価されてきたが, 
中和活性を反映しているのか確認する方法

が一般的には無かったからである。我々は, 
先行研究で外来性 DNA を認識する分子を遺

伝子改変することで HBV に高感受性になる

ことを見出し, 更に HBs-RNA を検出して感

染性を評価することでバックグラウンドを

抑えることに成功した。この細胞株を用いて

HBs 免疫グロブリン製剤の中和活性を解析

したところ, 我々の感染系は中和活性を評

価するために有用であることがわかった。更

に遺伝子型によって中和するために必要な

抗体量が異なることを明らかにできた。HBs
免疫グロブリン製剤は, ワクチンでブ-スタ-
をかけた供血者からの血漿が原料であるこ

とからワクチンによって誘導される抗体は, 
遺伝子型によって中和活性が低い抗体が誘

導される可能性もあることも明らかにでき

た。我々の感染系は, 簡便で安い費用で実施

できることから今後, ワクチン開発や中和

活性を指標にした標準品の制定などに使用

できると考えられる。 
B19V では, 遺伝子改変によって従来よりも

中期間感染し続く細胞株が得られた。これに

よって現行よりも高感度で感染性を評価で

きると期待できる。しかし, 最終的に感染が

消失してしまうことから更に細胞株を改良

する必要がある。 
 
3. 中和抗体価測定系の改良と検証（Mpox
ウイルスに対する血清中和抗体価測定系の

改良と検証） 
  2024 年度従来のプラーク減少法を用いた

中和抗体価測定系（ Plaque Reduction 
Neutralization Test, PRNT）に替わる, FRNT
を構築した。この FRNT を用いたこれまで

の中和試験結果を見直したところ, VACV と

比較すると MPXV に対しては感度が低く, 1
サンプルあたり独立した 3 列で得られる各

中和抗体価のばらつきが大きいことが明ら

かになってきた。 
  2025度はMPXVに対する感度ならびに中

和抗体価のばらつきを改善する一つの対策

として, 従来の発色法による検出から, 蛍光
検出法の導入を検討した。反応性の異なる抗

E8L ならびに抗 A33R モノクローナル抗体
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を用いた蛍光検出法により, MPXV に対する

FRNT の感度は大幅に改善された。その一方

で, 得られる中和抗体価の値には影響がな

かった。今回はウサギ抗 LC16 IgG 分画を被

験サンプルとしてみなした FRNT の評価で

あるため, 実サンプルを用いた蛍光検出に

よる FRNT でどのような結果が得られるは

不明であり, 今後の課題として残された。 
 また, 今回は被験サンプルの希釈系列と

ウイルスの混合液を細胞に添加してからの

培養時間は 18-20 時間とほぼ固定した状態

での比較によるものである。VACV や MPXV
は IMV と EEV を主に二つの形態からなり, 
これらは細胞に感染してからの時間で変わ

ることが想定される。今後, ウイルス学的な

解析により FRNT に適した培養時間がウイ

ルスごとに決まる可能性も否定できない。今

後の検討課題として研究を継続する必要が

ある。 
 
4. 次世代シークエンス技術による血液中の

病原体検出法の開発 
   メタゲノム解析を目的に開発された

PATHDET パイプラインを昨年度の血液検

体データを使用した参照配列を用いること

で, 血液検体により適した解析パイプライ

ンに改良した。改良後の PATHDETパイプラ

インは, 従来の解析パイプライン MePIC と

比較し, Microbial Community DNA Standard
の理論値と近いメタゲノム結果を出力して

おり, 血液検体からの病原体検出目的にお

けるメタゲノム解析に有用であることが示

唆された。今後, より広範な病原体を原因と

した感染症患者検体を用いて, 病原体検出

の評価を行う予定である。さらに原因不明感

染症に対しての病原体検出の可能性を調査

する必要がある。 
 
5. 献血血の安全性を確保するための蚊媒介

性ウイルスのウイルス学的解析 
  本研究においては，遺伝子検査に必要な陽

性対照を提供することで, 正確な検査結果

が得られるようになった。よって献血血液の

安全対策における感染症安全対策体制整備

事業に対するデングウイルスおよびジカウ

イルス, チクングニアウイルス各 RNA の参

照品の整備はアルボウイルス感染症の実験

室診断の向上およびアップデートに資する

ものである。 
 オロプーシェ熱の主な症状は, 発熱, 悪寒, 
激しい頭痛/眼窩後部痛, 倦怠感, 筋肉痛, 
関節痛, 吐き気, 嘔吐, 羞明等を最大 7 日間

伴い, 稀に風疹様の発疹, 髄膜炎, 脳炎, め
まい, 食欲不振, その他の全身症状を呈す。

その症状からデング熱の重要な鑑別疾患で

ある。患者の 6割が寛解後に症状を再発する

ことがある。イタリアにおけるキューバから

の輸入症例では, 血液, 血清, 尿および精液

からオロプーシェウイルスが分離されてい

るが, これまでのところ性行為による感染

は確認されていない。献血血からのオロプー

シェウイルスの検出例は報告されていない

が, 今後もその動向を注視する必要がある。 
 
6. 蚊のウイルス保有実態と蚊媒介性ウイル

スの感染・流行リスク解析 
 本研究では, 我が国に常在するもしくはそ

の可能性がありながらも, 流行状態が詳し

く判明していない蚊媒介性ウイルスの実態

を明らかにするとともに, 実験室内におけ

るウイルスの感染実験を行うことによって, 
それらウイルスの感染リスクを明らかにす
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ることを目的としている。  
  2024 度は, 野外における吸血性節足動物

の採集調査ならびに, 実験室において様々

な蚊由来培養細胞を用いて, ウイルスの増

殖動態解析を実施した。 
 また, 2025年度は, FUKV がステフェンス

ハマダラカによって媒介可能であることが

世界で初めて実験的に証明された。これはレ

ダンテウイルス属における節足動物媒介性

の初の実証例であり, ウイルス学的に極め

て重要な知見である。FUKV は 1982年に福

岡県のコガタアカイエカおよびホシヌカカ

から分離され, その後 1980年代後半には広

島県のウシ血液からも分離されている。この

歴史的事実と, 本実験における「ステフェン

スハマダラカおよびヒトスジシマカにおけ

る経口感染の成立」という結果を併せて考え

ると, FUKV は野外において多様な吸血性節

足動物を介して伝播している可能性が高い。

特に, 感染実験においてステフェンスハマ

ダラカがヒトスジシマカよりも有意に高い

感染率（約 68%）を示した点は注目に値す

る。ステフェンスハマダラカは現在我が国に

は分布しないが, 本邦の畜舎環境ではシナ

ハマダラカ（Anopheles sinensis）が優占種

である。本実験においてハマダラカ属が高い

ウイルス感受性を示したことから, 国内で

はシナハマダラカが主要な媒介蚊として機

能している可能性が示唆される。一方で, 蚊
体内のウイルス動態の精査によれば, ステ
フェンスハマダラカにおける全身への拡散

率は, 胸部・腹部でウイルス RNA が陽性だ

った個体の約 55%であり, かつ二次感染組

織での FUKV RNAコピー数は胸部・腹部の

それと比較して低値に留まる傾向が見られ

た。これは, 本ウイルスが蚊の体内において

「中腸エスケープバリア」を突破するものの, 
その後の増殖効率には一定の制限があるこ

とを示唆している。この制限が, 野外におけ

る流行規模を規定する要因の一つとなって

いる可能性がある。 
疫学的観点からは, 近年のウガンダにおけ

る調査で, 同じレダンテウイルス属のルダ

ンテックウイルス（LDV）に対し, ヒト集団

（15〜48 歳の女性）が広範に曝露されてい

る（高い血清抗体保有率を示す）という報告

がある。FUKV についても, 過去に国内の畜

舎周辺で活発に分離された経緯がある以上, 
現在も潜在的に維持・増幅サイクルが循環し

ている可能性は否定できない。しかし, 今回
の長崎県諫早市における野外蚊調査では, 
同一サンプル群から多数の JEV が分離され

る状況下においても FUKV は不検出であっ

た。この結果は, 当該地域における FUKV の

流行活動性が JEV と比較して著しく低いか, 
あるいは極めて限定的な地域・季節に局在し

ていることを示している可能性がある。しか

しながら, 今回の調査における解析対象は

コガタアカイエカを中心とするイエカ属が

その大半を占めており, 実験的に媒介能が

示されたハマダラカ属蚊が検出対象に含ま

れていなかった。この捕集蚊種の構成上の偏

りは, 当該地域における実際の FUKV の流

行活動性を正確に反映していない可能性を

内包している。したがって, 今回 FUKV が不

検出であったという結果のみをもってヒト

への感染リスクが低いと断じることは早計

であり, ハマダラカ属を標的とした集中的

な野外調査を実施することが, 流行実態を

正しく把握するための最優先の検討課題で

あると考えられる。また , 日本国内には

FUKV の他, 2 種のレダンテウイルス（ニシ
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ムロウイルスおよびオオイタウイルス）の分

布が確認されていると同時に, 本属にはヒ

トに病原性を示す種（LDV 等）が含まれるた

め, 潜在的なリスク評価を継続することは

公衆衛生上重要であると考えられる。 
 
7. 動物におけるインフルエンザウイルスの

簡易検査方法の確立 
 1.抗 IAV 抗体のスクリーニング 
 本研究において, IAV に対する抗体が検出

されたのはアライグマのみであり, 他の野

生動物種（イノシシ, シカ, タヌキ, ハクビ

シン, アナグマ）では陽性例は確認されなか

った。アライグマの陽性率は 1.74%と低率で

はあるものの, 感染野鳥の死骸などを摂取

することによるウイルス暴露の可能性が示

唆される。 
また, 陽性個体が冬季のみならず夏季に捕

獲された事例からは, 感染が冬季に起こり, 
その後数ヶ月にわたって抗体が持続してい

た可能性が示唆される。さらに, 乳歯を有す

る若齢個体における抗体陽性例については, 
ウイルス曝露による感染というよりも, 母
獣からの移行抗体が ELISA で検出された可

能性が高いと考えられる。 
2. VSV シュードタイプウイルスの構築 
 本研究では, H5 および H7亜型由来の HA
および NA を外套させた VSV シュードウイ

ルスの作製に成功し, 細胞侵入性の検出が

可能であることをルシフェラーゼアッセイ

により確認した。また, HA単独の外套でも, 
外因性のノイラミニダーゼを添加すること

でウイルス粒子の出芽が促進され, 感染性

を有するウイルスの構築が可能であること

を明らかにした。この手法は, NA 遺伝子の

導入を必要としないため, シュードウイル

ス作製にかかるコストと時間を削減し, 簡
便なサブタイプ別抗体評価系の構築につな

がる。さらに, 低病原性ウイルス（LPAIV）
に関しては, 細胞内のプロテアーゼ活性が

不十分であることが原因と考えられ, アセ

チルトリプシンなど外因性プロテアーゼの

添加が細胞侵入の鍵であることが実証され

た。この知見は, 同様にトリプシン活性を必

要とするヒト季節性インフルエンザウイル

ス（H1, H3 亜型）における応用も期待され

る。 
 
D. 結論 
 国立健康危機管理研究機構 (JIHS) 国立感

染症研究所(NIID)と日本赤十字社で協力体

制を構築した。①定期的な情報収集・リス

ク評価体制を構築し，②献血血液における

次世代シークエンス解析技術を用いた病原

体検出法の開発を進めた。また Mpox をモ

デルに③血液中の中和抗体価測定系の改良

と評価を行うとともに，④血中動態・血液

製剤の製造工程中での不活化評価による迅

速リスク評価法の開発を進めた。⑤野生動

物血清を用いた抗体スクリーニング法およ

び HA亜型の診断系の確立をし, ⑥献血血

の安全性を確保するための蚊媒介性ウイル

スのウイルス学的解析を進めた。⑦蚊のウ

イルス保有実態と蚊媒介性ウイルスの感

染・流行リスク解析, ⑧動物におけるイン

フルエンザウイルスの簡易検査方法の確立

した。⑨B型肝炎ウイルスやパルボウイル

ス B19 等培養が困難なウイルスの培養法の

改良と不活化法の評価を行った。 
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